
問い合わせ先 保険年金課高齢者医療・年金係  ☎0968（25）72１８

国民年金は「老齢年金」「障害年金」「遺族年金」の３つの年金があり、“今”
と“将来”を支える大切な備えです。日本に住んでいる20歳以上60歳未
満のすべての人が加入する国民年金の情報をお伝えします。

問い合わせ先 健康推進課健康推進係 ☎0968（25）7219

問高齢支援課地域包括支援係 ☎0968（25）7216
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お母さんの心の健康は、赤ちゃんが健やかに育つためにとても必要なことです。
お母さん自身はもちろんですが、家族や周囲の人も妊娠中や出産後の体と心
の変化を知り、理解することが大切です。

張
す
る
、涙
が
出
る
、気
分
が
沈
む
、

集
中
力
が
な
く
ぼ
ん
や
り
す
る
と

い
っ
た
状
態
を
い
い
ま
す
。
多
く
は

出
産
後
1
週
間
ご
ろ
ま
で
に
み
ら
れ

ま
す
。
１
～
２
日
で
良
く
な
る
こ
と

が
多
く
、心
配
い
ら
な
い
場
合
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。

■
産
後
う
つ
病

　

マ
タ
ニ
テ
ィ
ブ
ル
ー
ズ
と
い
わ
れ

る
よ
う
な
症
状
が
産
後
3
カ
月
ご
ろ

ま
で
続
く
場
合
に
、産
後
う
つ
病
と

診
断
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
産

後
う
つ
病
に
な
ら
な
い
た
め
に
は
、

周
囲
の
人
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

　

妊
娠
経
過
や
体
調
に
も
よ
り
ま
す

が
、
気
分
転
換
を
図
り
、
ゆ
っ
く
り

過
ご
す
時
間
を
取
る
な
ど
し
て
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。
不
安
を
感

じ
る
と
き
は
医
師
や
助
産
師
、保
健

師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

市
の
産
後
ケ
ア
事
業

　

市
で
は
、安
心
し
て
子
育
て
が
で

き
る
よ
う
に
、産
後
サ
ポ
ー
ト
の
一

つ
と
し
て
、出
産
後
に
育
児
不
安
の

あ
る
人
や
心
身
の
ケ
ア
が
必
要
な
人
、

支
援
が
必
要
な
人
に
産
後
ケ
ア
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
、こ
れ
ま
で
の
宿
泊

型
、
訪
問
型
、
通
所
型（
集
団
）に
加

え
て
、通
所
型（
個
別
）が
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

【
対
象
】産
後
1
年
未
満
の
人

体
の
変
化

　

妊
娠
初
期（
～
15
週
ご
ろ
ま
で
）で

は
、妊
娠
に
対
す
る
不
安
や
つ
わ
り

な
ど
に
よ
り
、体
と
心
の
変
化
も
大

き
く
、ス
ト
レ
ス
が
た
ま
り
が
ち
に

な
り
ま
す
。

　

妊
娠
中
期（
妊
娠
16
週
ご
ろ
～
）で

は
、初
期
に
比
べ
る
と
心
身
と
も
に

安
定
し
、早
い
人
で
胎
動
を
感
じ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、よ

り
赤
ち
ゃ
ん
へ
の
愛
情
を
抱
く
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　

妊
娠
後
期（
妊
娠
28
週
以
降
）で
は
、

出
産
・
育
児
に
対
す
る
不
安
や
緊
張

感
が
高
ま
り
眠
れ
な
く
な
っ
た
り
、

食
欲
が
な
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
大
き
く
な
っ
た
お
腹
で

普
段
通
り
の
生
活
を
送
る
こ
と
が
困

難
に
な
っ
て
き
ま
す
。
周
囲
の
協
力

が
何
よ
り
不
可
欠
な
時
期
で
す
。

心
の
変
化

■
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
・
ブ
ル
ー
ズ

　

出
産
後
は
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
て

う
れ
し
い
は
ず
な
の
に
、気
分
が
落

ち
込
ん
だ
り
、赤
ち
ゃ
ん
へ
の
愛
情

が
湧
か
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
妊
娠
中
に
分
泌

さ
れ
て
い
た
ホ
ル
モ
ン
と
出
産
後
に

分
泌
さ
れ
る
ホ
ル
モ
ン
の
バ
ラ
ン
ス

が
変
化
す
る
こ
と
で
起
こ
り
ま
す
。

　

些
細
な
こ
と
で
不
安
に
な
る
、緊

■
宿
泊
型

　

指
定
の
産
婦
人
科
医
院（
斎
藤
産

婦
人
科
医
院
）に
宿
泊
し
て
、
産
後

の
体
を
休
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

生
後
3
カ
月
未
満
ま
で
。
食
事
付
き

（
昼
食
・
夕
食
・
朝
食
）で
1
泊
2
日
か

ら
6
泊
7
日
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。

料
金
：
1
泊
７
千
円

■
訪
問
型

　

助
産
師
が
自
宅
へ
訪
問
し
、お
母

さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
の
ケ
ア
を
行
い
ま

す
。
１
人
当
た
り
3
回
ま
で
。

料
金
：
1
回
１
５
０
０
円

■�

通
所
型（
集
団
）

　
「
ゆ
っ
た
り
育
児
相
談
」

　
赤
ち
ゃ
ん
と
ゆ
っ
く
り
過
ご
し
な

が
ら
助
産
師
に
相
談
で
き
ま
す
。
月

１
回
、午
前
10
時
～
午
後
３
時
ま
で
、

市
こ
ど
も
健
診
セ
ン
タ
ー
か
市
内
の

温
泉
旅
館
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

料
金
：
無
料（
昼
食
代
自
己
負
担
）

※�

定
員
5
組
。
4
回
目
以
降
の
人
は

新
規
利
用
の
人
を
優
先
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す

■
通
所
型（
個
別
）

　

助
産
院
へ
出
向
い
て
、助
産
師
の

ケ
ア
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

長
時
間
型
・
短
時
間
型
合
わ
せ
て
３

回
ま
で
。

料
金
：
▼
長
時
間
型（
4
～
5
時
間
）

　
　
　

  

３
千
円

　
　

  

▼
短
時
間
型（
2
時
間
程
度
）

　
　
　

  

１
５
０
０
円

※�

全
て
の
項
目
で
住
民
税
非
課
税
世

帯
や
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
人
は

利
用
料
の
減
免
が
あ
り
ま
す

❶むし歯菌を減らすための毎日の仕上げ磨き
❷甘いものを減らしたおやつの工夫
❸�歯の質を強くするための定期的なフッ化物塗布

むし歯を予防するためには

4月の歯科検診で、むし歯がなかったお子さん
を紹介します。 ※敬称略。（  ）内の行政区は検診日時点

3歳児健診時「むし歯なし」の子

3
つ
の
基
礎
年
金
が
あ
な
た
の

一
生
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

■
老
後
に
備
え
ま
す

　

65
歳
か
ら
一
生
涯
、老
齢
基
礎
年

金
が
支
給
さ
れ
ま
す（
終
身
保
障
）。

❶
老
齢
基
礎
年
金　
本
年
度
年
金
額

　

81
万
６
千
円（
満
額
）

■
不
測
の
事
態
に
備
え
ま
す

　

病
気
や
け
が
で
障
が
い
を
負
っ
て

働
け
な
く
な
っ
た
と
き
は「
障
害
基

礎
年
金
」が
、ま
た
、万
一
本
人
が
亡

く
な
っ
た
と
き
は
、残
さ
れ
た
子
の

あ
る
配
偶
者
や
子
に「
遺
族
基
礎
年

金
」が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

会
社
員
や
公
務
員
で
あ
る
と
き
の

障
が
い
や
死
亡
の
場
合
は
、厚
生
年

金
や
共
済
年
金
か
ら
も
基
礎
年
金
に

上
乗
さ
れ
、年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

❷
障
害
基
礎
年
金　
本
年
度
年
金
額

　

▼
1
級　

１
０
２
万
円

　
▼
2
級　
81
万
６
千
円

❸
遺
族
基
礎
年
金　
本
年
度
年
金
額

　
（
子
の
あ
る
配
偶
者
）

　

１
０
５
万
８
０
０
円

※�

❷
❸
は
子
の
人
数
に
よ
っ
て
加
算

が
あ
り
ま
す（
2
人
目
ま
で
：
各

23
万
４
８
０
０
円
、3
人
目
以
降
：

各
７
万
８
３
０
０
円
）

【
ご
注
意
く
だ
さ
い
】

　

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金

を
受
け
る
た
め
に
は
、障
が
い
や
死

亡
と
い
っ
た
事
故
が
発
生
す
る
ま
で

の
公
的
年
金
の
加
入
期
間
の
3
分
の

2
以
上
の
期
間
に
つ
い
て
、保
険
料

が
納
付
ま
た
は
免
除
さ
れ
て
い
る
こ

と
、も
し
く
は
初
診
日
ま
た
は
死
亡

し
た
日
の
属
す
る
月
の
前
々
月
ま
で

の
1
年
間
に
保
険
料
の
未
納
が
な
い

こ
と
が
必
要
で
す
。

出
張
相
談
の
ご
案
内

　
熊
本
西
年
金
事
務
所
で
は
、出
張
に

よ
る
年
金
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

左
記
ま
で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

❶�

熊
本
市
北
区
役
所

　

☎
０
９
６（
２
７
２
）６
９
０
５

毎
月
第
4
㈭ 

午
前
10
時
～
午
後
３
時

❷�

山
鹿
市
役
所

　

☎
０
９
６
８（
43
）１
５
７
６

毎
週
第
１
以
外
の
㈬ 

午
前
10
時
～

午
後
３
時

❸
菊
池
市
役
所

　

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
１
８

毎
月
第
１
㈬
、第
2
・
4
㈫ 

午
前
10

時
～
午
後
３
時

❹�

大
津
町
役
場

　

☎
０
９
６（
２
９
３
）３
１
１
２

毎
月
第
3
㈮ 

午
前
10
時
～
午
後
３
時

※�

日
程
な
ど
は
都
合
に
よ
り
変
更
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

【
問
い
合
わ
せ
先
】

熊
本
西
年
金
事
務
所

☎
０
９
６（
３
５
３
）０
１
４
２

　

自
動
音
声
案
内「
1
を
押
し
て
2
」

～ 骨折予防 ① ～
　介護が必要になった主な原因の一つである『骨
折』は、増加傾向にあります。県の75歳以上の高
齢者の骨折受診の割合は、全国で5位になってい
ます。（NDBデータ 2021年）
　骨折の原因に骨粗しょう症がありますが、これは
女性の高齢者に多くみられる病気です。

　次回は、骨折予防の運動と日光浴について紹介
します。

　骨粗しょう症を早く見つけ治療
することで、骨折のリスクを低く
することができ、要介護状態のリ
スクも低くすることができます。
　ぜひ、骨密度検査を受けてみて
ください。　　

骨折予防のポイント

献血を実施する事業所を募集中です！
　熊本県赤十字血液センターでは、企業や学校な
ど団体での献血への協力をお願いしています。
　血液製剤には有効期間があり、安定的に患者さ
んへ血液を届けるには、継続的な献血への協力が
必要不可欠です。しかし、新型コロナウイルス感染
症の影響で、献血協力者や献血バスの巡回が減少
している状況です。
　以下に献血バス配車の目安を記載していますの
で、ご検討ください。
１日献血の場合（400mL献血：50～60人程度）

【時間】午前９時30分～正午、午後１時30分～４時
半日献血の場合（400mL献血：30人程度）

【時間】午前9時30分～正午または午後１時30分～４時
献血バスの駐車場所 

【全長】12m　【全幅】３m　【全高】４m
受付場所　会議室、事務所など

問熊本県赤十字血液センター　☎096（384）6725

9 82024 June広報きくち2024 June広報きくち




